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今年度は、「やさい DAY」と銘打ち、１学期から縦割り活動で楽しい

企画を重ねてきました。その甲斐あって、１１月１７日に行われた今年

の「やたのんぴっく」は、みんなが楽しめるようにと企画を考え、見通

しを持って準備し進めてくれていました。さらには、１年生は受付、２

年生は看板づくりと呼び込み、３年生～６年生はお店の説明や計時・記

録といった仕事分担をし、一人一人が役割をもって、協力し合ってお店

を運営していました。 

また、前半・後半に分かれ、お店側の時は「来た人に楽しんでもらお

う。」と、一緒にお店を回る時は「みんなで楽しもう。」と、学年の垣根

を越えて助け合ったり、楽しんだりする姿は、実にほほえましく、どの

顔も満面の笑みに包まれていました。 

班での振り返りからも、みんなで盛り上げて楽しかったことや、自分

ががんばったこと、下級生や上級生、友達をたたえる声もたくさん聞か

れました。縦割りの絆をより深め、実に有意義な「矢田野、最高！」の

会となりました。 

この企画を考え中心となって運営してくれた「あいさつ運営委員会」、

いろいろなアイデアを出し合いお店を企画運営してくれた「６年生」、み

なさんがこの矢田野小学校を盛り上げ、楽しい学校にしてくれたことに、

改めて感謝です。ありがとう。 

みなさんが、この「矢田野小学校」の新しい歴史をつくってくれたこ

とは、間違いありません。そして、それに応え、みんなで楽しもうとす

る「矢田野っ子」のみなさんは、最高です。この姿がモデルとなり、素

敵な伝統がつながっていくことでしょう。 

そして、「いずれは、みなさんが、この矢田野校区を盛り上げていって

くれる。」そんな楽しみな気持ちにもなりました。 

 

1１月３０日 人権集会① 「大切
たいせつ

なわたし・大切
たいせつ

なあなた」 

まずは、図書委員会から、「たいせつなわたし・たいせつなあなた

⇒より楽しい矢田野小学校に」をテーマに、人権についての発表と本

の紹介がありました。 

「もっとうれしくなることやことばをふやして、ひとりひと

りがしあわせにすごせるように！」や、金子みすゞさんの詩「わた

しと小鳥とすずと」から、「みんなちがって、みんないい」のメー

ッセージが送られ、温かい気持ちで、人権集会がスタートしました。 

 

 

 矢田野小学校 校長 園下 恵子 
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1１月３０日 人権集会② 「みんながスペシャル」 

第一弾は、学級のスペシャルを出し合った「学級スペシャル宣言」。 

各学級のよさを大きな声で発表したり、自慢を発表したりする姿から

は、「自分たちのクラスのよさを全校に知ってもらおう。」というクラス

愛がうかがえました。 

第二弾は、各学級で個々が得意なことや好きなこと、好きなものを発

表し合った「みんながスペシャル」。その中から、各学級の代表者が前に

出て、発表しました。 

おどりにピアノ演奏、野球のキャッチボールに素振り、マイヒーロー

のコレクション、アニメーションと多彩なスペシャルの紹介があり、み

んなの好きや得意が伝わり、見ている人たちの「すごい。」が響き合っ

て、「みんながスペシャル」な気持ちになりました。先生たちのスペシャ

ルの紹介もされ、もっとみんなのことが知りたくなったようでした。 

そして、テーマ通り、「わたしもあなたも、みんなが大切」と感じ、

心から「みんな最高」と思える、楽しく幸せな時間となりました。 

次回、１２月７日（木）の「やさい DAY」では、縦割りで「みんながスペシャル」を発表し合います。

とても楽しみですね。 

 

  

小松市小体協の行事で、長年続いてきたバスケットボール交流会。様々

に形を変え、何年か前からは、同じ南部中学校へ行く符津小学校とバスケ

ットボールを通じて、授業交流も兼ね、交流を行ってきています。 

試合は、１組２組に分かれ、学校対抗でゲームが行われました。そこに

は、パスをつないだり、シュート後のリバウンドに入ったり、手を上げた

り動き回ったりしながら、仲間と力を合わせ、自分のできることを精一杯

に頑張る姿がありました。また、練習してきた成果を出し合う中で、「互い

のよさを見つけ合う」というめあて通り、勝ち負けにこだわるのではなく、

互いを応援し合う姿や、点が決まると敵・味方関係なく歓声が上がるなど、

とても素敵な光景がたくさん見られました。 

試合の前後には、両校がクラスのグループごとに集まり、自己紹介をし

たり、よいところを伝え合ったりして、親睦を深めました。相手チームや

学校のよさを見つけ、それを伝え合って学び合っている姿がなんとも頼も

しく、誇らしく、うれしくなりました。試合後の各グループの輪が試合前より小さくなり、互いの距離同

様、心の距離もぐっと近づいたように思いました。４月からの南部中学校での様子が見えるようで、６年

生も、中学校へ行くことが待ち遠しくなったことでしょう。 

 

 

 

さまざまな行事や学習において、そのことの意味を理解し、しっかり目標を持ち、自らが意欲的にのぞ

み、成長を遂げてくれています。学習面でも、しなければいけないことをしっかり行うことで、いろいろ

なことが「あたり前」にできるようになっている人も増えています。素晴らしいことです。学期末、身に

ついたことをしっかり復習し、まだ身についていないことはしっかり学び直しをし、冬休みを迎えましょ

う。 

そのためにも、「早寝・早起き・朝ごはん」で、睡眠と栄養を

たっぷりとり、健康でこの冬を乗り切りましょう。 

1２月４日 6 年生「符津小とバスケット交流会」

みんなのおかげで

 

 

 

 

 

みんな♡健康で！ 


